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第 1 章

製品概要

• シャーシの概要 （1 ページ）
• ファン トレイ アセンブリ （4 ページ）
• 電源モジュールの概要 （7 ページ）

シャーシの概要
Cisco Catalyst 9606R スイッチは、2 つの冗長スーパーバイザ モジュール スロット、4 つのモ
ジュールスロット、4 つの電源モジュールおよびファントレイを備えた 6 スロットシャーシで
す。

表 1 : Cisco Catalyst 9600R スイッチの機能

説明機能

Cisco Catalyst 9606R製品 ID

水平スロットが6つあります。各スロットの番号は、1（上）
から 6（下）の順序です。

シャーシ

2 つのスーパーバイザモジュールを格納できます。サポート
されているモデルは、Cisco Catalyst 9600シリーズ スーパーバ
イザ 1 モジュール（C9600-SUP-1）および Cisco Catalyst 9600
シリーズ スーパーバイザ 2 モジュール（C9600X-SUP-2）で
す。

スーパーバイザモジュールの設置の詳細については、『Cisco
Catalyst 9600 Series Supervisor Engine Installation Note』を参照
してください。

スーパーバイザ モジュール
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説明機能

最大 4 枚のラインカードを収容できます。次のライン カード
がサポートされます。

• Cisco Catalyst 9600 シリーズ 56 ポート 50G/25G/10G、4
ポート 100G（C9600X-LC-56YL4C）：10G/25G/50G をサ
ポートする SFP56 ポート X 56および 40G/100G をサポー
トする QSFP28 ポート X 41

• Cisco Catalyst 9600 シリーズ 30 ポート 100G/40G、2 ポー
ト 400G/100G（C9600X-LC-32CD）：100G/40G をサポー
トする QSFP28 ポート X 30 および 400G/100G/40G をサ
ポートする QSFP-DD ポート X 2。

• Cisco Catalyst 9600 シリーズ 48 ポート 1G
（C9600-LC-48S）：SFP をサポートする 48 個のポート
（48 X 1G ポート）。

• Cisco Catalyst 9600 シリーズ 48 ポート 25G/10G/1G
（C9600-LC-48YL）：1G/10G/25G をサポートする 48 個
の SFP56 ポート。1

• Cisco Catalyst 9600シリーズ 24ポート 40G/1G、12ポート
100G（C9600-LC-24C）：40G/1G の 24 個の QSFP28 ポー
トまたは 100G の 12 個の QSFP28 ポート。

• Cisco Catalyst 9600シリーズ 48ポート 10G/5G/2.5G/1G/100
Mbps/10Mbps（C9600-LC-48TX）：10G、5G、2.5G、1G、
100Mbps、および 10Mbpsをサポートする 48個のマルチ
ギガビット イーサネット RJ45 銅線ポート。

• Cisco Catalyst 9600 シリーズ 40 ポート 50G、2 ポート
200G、2 ポート 400G（C9600-LC-40YL4CD）：
50G/25G/10Gの 40個の SFP56ポート、200G/100G/40Gの
2 個の QSFP56 ポート、400G/200G/100G/40G の 2 個の
QSFP-DD ポート。1

ラインカードの取り付けの詳細については、『Cisco Catalyst
9600 Series Line Card Installation Note』を参照してください。

ラインカード

前面と背面で修理可能かつホットスワップ可能な、9個のファ
ンを備えた単一のファントレイを提供します。

ファン トレイ アセンブリ

最大 4つのAC/DC電源モジュールをサポートする 4つの電源
スロットがあります。

電源装置

スロットあたり 6.4 Tbps の帯域幅を提供します。バックプレーン
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1. 1G 速度の場合、システムごとに最大 8 つの SFP-1G-LHまたは SFP-1G-SX （またはその両
方の）トランシーバモジュールが SFP56 ポートでサポートされます。

（注）

図 1 : Cisco Catalyst 9606R の前面図

電源スイッチ5シャーシの持ち手1

両側にアースラグのネジ穴が
あるシステムアース

6シャーシの無線周波数 ID
（RFID）

2

電源モジュール7ラインカードスロット3

ファン トレイ アセンブリ8スーパーバイザ モジュール
スロット

4
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Cisco Catalyst 9606R の背面図

次の図は、シャーシの背面図と主なコンポーネントを示しています。

図 2 : Cisco Catalyst 9606R の背面図

ファントレイアセンブリ
のハンドル

3ファントレイアセンブリを取
り外すための非脱落型ネジ。

1

電源モジュールの背面排
気

4ファントレイの背面パネルの
ブルー ビーコン LED（常に
ファントレイの前面パネルの
ブルー ビーコンに一致）

2

ファン トレイ アセンブリ
Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチのファントレイアセンブリ（C9606-FAN）は、ファント
レイと、ファントレイに取り付けられたコネクタで構成されています。シャーシ全体を冷却
し、環境モニターとインターフェイスして、条件がしきい値を超えるとアラームを生成しま
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す。ファントレイは、スイッチの動作に不可欠な冷却を提供します。そうしないと、スイッチ
が動作しなくなったり、モジュールまたはコンポーネントに回復不能な損傷を与えたりする可
能性があります。

次に、Cisco Catalyst 9600 ファントレイの特徴と機能を示します。

• 9つの個別ファン（3つそれぞれに 3行）があり、100%のファンスロットルで最小エアー
フロー 720 平方フィート/分（cfm）をサポートします。

• 挿入されたカード間でエアーフローのバランスを取るために、左右のエアーフローを備え
ています。シャーシの正面から見ると、エアーフローの方向は右から左です。

• 前面と背面からの取り付けおよび取り外しが可能です。

• 前面に向いたパッシブ RFID タグを内蔵しています。タグは超高周波（UHF）RFID 技術
を使用しているため、互換性のあるソフトウェアを搭載した RFID リーダが必要です。

• 個々のファンに N+1 の冗長性を提供します。ファントレイは冗長性をサポートしていま
せん。ただし、個々のファンを使用した N+1 冗長性により、ファンの 1 つに障害が発生
しても、システムのパフォーマンスに影響はありません。

• 周囲の状態に応じて、温度および圧力に合わせてファン速度を最適化し、シャーシが必要
とする最低のファン速度と温度を維持します。

次の図は、C9606-FAN と主要なコンポーネントを示しています。
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図 3 : ファン トレイ アセンブリ

ファン トレイ RFID5ファントレイ全面および背面の非脱落
型ネジ。

1

ファン トレイ コネクタ6ファン ステータス LED2

ファントレイのシリアル番号7ブルービーコン LED をオンにするス
イッチ。

3

ファントレイの背面にあるブルービー
コン LED

8前面ファン トレイ ハンドル。4
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ハイアベイラビリティ
高可用性を確保するために、システムはファンの障害に対して、影響を最小限に抑えるか、ま
たは最悪のシナリオの仕様に従って補完および動作することにより対応するように設計されて
います。

• 1 つのファンで障害が発生した場合、その列の残りのファンを加速させて補完します。

• 複数のファンで障害が発生した場合、1分後にファントレイ全体がフルスピードで動作し
ます。さらに、ファントレイを交換する必要があります。個々のファンは現場交換可能で
はないため、ファン トレイを交換する必要があります。

• 温度センサーで障害が発生するか、温度センサーとの通信で障害が発生すると、最悪の動
作温度が想定されます。

• 圧力センサーで障害が発生するか、圧力センサーとの通信で障害が発生すると、最悪の動
作圧力が想定されます。

しきい値、アラーム、および異常な音響条件
通常の動作条件で、どの温度アラームもトリガーされていない場合は、ハードウェアがファン
速度を制御します。システム温度アラームのいずれかがトリガーされた場合は、ソフトウェア
によってsyslogメッセージが表示され、温度が高くなっていてファンの動作速度が速くなって
いることが示されます。詳細については、ソフトウェア コンフィギュレーション ガイドの
「System Management」の項を参照してください。

ファンに障害が発生した場合は、120 秒以内にファントレイを交換するか、システムの電源を
切る必要があります。温度がシャットダウンしきい値を超えた場合は、ソフトウェアによって
システムの電源がダウンされます。

ファントレイがフルスピードで動作する場合、ノイズレベルが上がる可能性があります。次の
ような状況では、ファントレイがフルスピードで動作する可能性があります。

• 複数のファンに障害が発生している場合

• STATUS LED が 1 分以上赤のままである場合

• ハードウェア障害がある場合

• ソフトウェア ウォッチドッグタイマーがトリガーされた場合

電源モジュールの概要
スイッチシャーシには、1〜4つの電源モジュールで動作する4つの冗長電源スロットがありま
す。シャーシは、現場交換可能な AC 入力および DC 入力電源モジュールをサポートします。

電源モジュールは 12 Vdc 出力電力を生成し、ラインカードおよびスーパーバイザモジュール
に分配します。電源モジュールは、内部バスバーベースの配電メカニズムを使用して、すべて

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
7

製品概要
ハイアベイラビリティ



のスロットに配電します。すべての電源モジュールには内部ファンがあり、前面から背面への
エアーフローをサポートします。

サポートされる電源モジュールを次に示します。

表 2 : Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチでサポートされている電源モジュール

説明部品番号

Cisco Catalyst 9600 シリーズ 2000 W AC 電源C9600-PWR-2KWAC （=）

Cisco Catalyst 9600 シリーズ 2000 W DC 電源C9600-PWR-2KWDC （=）

Cisco Catalyst 9600 シリーズ 3000 W AC 電源C9600-PWR-3KWAC（=）

AC 電源モジュール
図 4 : Cisco Catalyst 9600 シリーズ 2000 W AC 電源
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ステータス LED5PSU ファン1

固定クリップ6リリースハンドル2

電源コード コネクタ7電源コード保持具3

--リリース ラッチ4

図 5 : Cisco Catalyst 9600 シリーズ 3000 W AC 電源

ステータス LED4PSU ファン1

ラッチシュラプネル5リリースハンドル2

--ケーブル タイ3

Cisco Catalyst 9600 シリーズ AC 電源モジュールでサポートされている機能を次に示します。

• 負荷100%で1分あたり17立方フィート（CFM）の最小エアーフローで自己冷却します。

• 単相 AC 電源のみをサポートします。すべての AC 電源ユニットの入力が分離されるた
め、複数の電源ユニット間、または同一の電源ユニットの複数のAC電源プラグでは、AC
電源の位相が一致しない可能性があります。
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• 誤ってモジュールの（または接続済みの）電源コードを取り外さないよう、モジュールの
前面パネルにリリースラッチとコード固定機構を備えています。

• 冗長と複合のコンフィギュレーションモードをサポートします。単一（冗長でない）また
は二重（冗長）電源構成は、次の負荷をサポートできます。

表 3 : 異なる入力電圧での AC 電源装置の出力電力容量

出力電力（ワット）入力電圧（VAC）PID

1050 W110VACC9600-PWR-2KWAC

2000 W220VAC

1500 W110VACC9600-PWR-3KWAC

3000W220VAC
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DC 電源モジュール
図 6 : Cisco Catalyst 9600 シリーズ 2000 W DC 電源

LED4PSU ファン1

電源コード コネクタ5リリースハンドル2

--リリース ラッチ3

Cisco Catalyst 9600 シリーズ DC 電源モジュールでサポートされている機能を次に示します。

• 負荷100%で1分あたり9.5立方フィート（CFM）の最小エアーフローで自己冷却します。

• 誤ってモジュールを取り外さないように、モジュールの側面にリリースラッチ機構を備え
ています。

• 逆方向のDC入力に対する保護機能を備えており、ユニットは完全な定格入力電圧までこ
の状態になっても保護されます。
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• 冗長と複合のコンフィギュレーションモードをサポートします。単一（冗長でない）また
は二重（冗長）電源構成は、次の負荷をサポートできます。

出力電力入力電圧（VDC）PID

2000 W-40 ～ -72VDC（拡張範囲は
-75VDC）

C9600-PWR-2KWDC

電源モード
Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチは、電源に関して冗長コンフィギュレーション モードと
複合コンフィギュレーションモードを提供します。どちらのモードでも、電源は負荷を均等に
共有します。

設置する電源モジュールの数とシステム負荷により、システムが各電源モジュールから取得す
ると予期される電力レベル、およびその結果として適切であると思われる電源モードが決定さ
れます。システム電力バジェットを見積もり、電源要件を決めるには、Cisco Power Calculator
を使用します。

電源モードを設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードで power
redundancy-mode コマンドを入力します。モードを構成しない場合、デフォルトのモードが適
用されます。

複合モード

これはデフォルトの電源モードです。

システムは 1～ 4個の電源モジュールで稼働します。システムで使用可能な電力は、シャーシ
内のすべての電源モジュールの出力の合計に共有率を掛けた値です。使用可能なすべての電源
モジュールがアクティブになって電力を共有し、最大 100%のキャパシティで稼働できます。
追加の電源装置は、最大97パーセントの容量で動作します。複合モードでは、AC入力電圧が
220Vで、電源装置のワット数が等しい場合は、AC電源装置とDC電源装置を組み合わせて使
用できます。ただし、110V入力と 220V入力の 2つのAC電源を組み合わせることはできませ
ん。

複合モードでの電力の合計 = P +（N-1）* P *（共有率）

ここで、P はいずれかの電源装置の電力出力、N は使用する電源モジュールの数です。

複合モードで障害が発生すると、稼働中の各電源が出力を上げます。出力電力がシステム要件
を満たしていない場合、稼働中のすべての電源が過負荷になり、過電流によるシャットダウン
を引き起こすおそれがあります。その場合、すべてのシステム電力が失われます。

（注）

次の表に、複合モードでの電力出力の詳細を示します。
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表 4 : 複合モードでの出力

4 電源モ
ジュール

3 電源モ
ジュール

2 電源モ
ジュール

1 電源モ
ジュール

入力電圧PID

4020 W3030 W2040 W1050 W110 VC9600-PWR-2KWAC

7820 W5880 W3940 W2000 W220 V

5865W4410W2955W1500 W110 VC9600-PWR-3KWAC

11730W8820W5910W3000W220 V

冗長（N+1）モード

冗長コンフィギュレーションでは、特定の電源モジュールはアクティブまたはスタンバイモー
ドのいずれかです。N+1 冗長モードでは、N はアクティブな電源モジュールの数、+1 はスタ
ンバイモジュールとして設定された電源モジュールです。

ソフトウェアで冗長モードを設定できます。スイッチに N + 1 冗長性が設定されている場合、
ソフトウェアはスタンバイ電源が使用可能であり、アクティブな電源モジュール（N）で十分
な電力が使用可能であることを確認します。アクティブとスタンバイを含むすべての電源は、
負荷を均等に共有します。ただし、スタンバイ電源が取り付けられている場合、システムによ
り、スタンバイで使用可能な追加の出力電力が、障害発生時に必ず使用できるように確保され
ます。電源モジュールモードが冗長モードに設定されており、総出力電力が電力要件を満たす
のに十分でない場合、スイッチは冗長モードになりません。

AC 入力電圧が 220V で、電源装置のワット数が等しい場合は、AC 電源装置と DC 電源装置を
組み合わせて使用できます。ただし、110V入力と 220V入力の 2つのAC電源を組み合わせる
ことはできません。

次の表に、N+1 冗長モードでの電力出力の詳細を示します。

表 5 : N+1 冗長モードでの出力電力

4 電源モジュール3電源モジュール2 電源モジュー
ル

入力電圧PID

3030 W2040 W1050 W110 VC9600-PWR-2KWAC

5880 W3940 W2000 W220 V

4410W2955W1500 W110 VC9600-PWR-3KWAC

8820W5910W3000W220 V

ソフトウェア設定の詳細については、必要なバージョンのソフトウェアコンフィギュレーショ
ン ガイドを参照してください。ガイドで、[Contents] → [System Management] → [Power
Management] に移動します。
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第 2 章

インストールの準備

• 安全上の警告 （15 ページ）
• SFP および QSFP モジュール ポート （19 ページ）
• 設置環境の条件 （21 ページ）
• 電力要件 （33 ページ）
• ケーブル配線の要件 （33 ページ）
• ラックに設置する場合の注意事項 （34 ページ）
• 設置環境チェックリスト （35 ページ）

安全上の警告
誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。
各警告文に、警告を表す記号が記されています。次の警告は、一般的な警告で、マニュアル全
体に適用されます。

ステートメント 1071 - 警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意
してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各
警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し
てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
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ステートメント 407 - 日本語での安全上の注意

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、およびACア
ダプタを使用してください。

〈製品使用における安全上の注意〉

www.cisco.com/web/JP/techdoc/index.html

接続ケーブル、電源コードセット、ACアダプタ、バッテリなどの部品は、必ず添付品または

指定品をご使用ください。添付品・指定品以外をご使用になると故障や動作不良、火災の

原因となります。また、電源コードセットは弊社が指定する製品以外の電気機器には使用

できないためご注意ください。

（注）

ステートメント 1008 - クラス 1 レーザー製品

クラス 1 レーザー製品です。

警告

ステートメント 1017 - 立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受
けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1029 - ブランクの前面プレートおよびカバー パネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3 つの重要な機能があります。感電および
火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、および
シャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべてのカード、前
面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用してください。

警告

ステートメント 1049 - ラックの設置

身体に傷害を負うリスクを軽減するために、シャーシは建物に恒久的に固定されたラックに取
り付けてください。

警告

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
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ステートメント 1055 - クラス I およびクラス 1M レーザーまたはその一方

目に見えないレーザー放射があります。望遠鏡を使用しているユーザに光を当てないでくださ
い。これは、クラス 1/1M のレーザー製品に適用されます。

警告

ステートメント 1056 - 未終端の光ファイバ ケーブル

未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕
微鏡など）を使用し、100 mm 以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。

警告

ステートメント 1090 - 熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について
は、「ステートメント 1089」を参照してください。

警告

ステートメント 1074 - 地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必
要があります。

警告

ステートメント 1089 - 教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な
予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、
機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

（注）

ステートメント 1091 - 教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま
す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。

警告
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ステートメント 1099 - システム電源を接続する前

高タッチ/リーク電流：システムの電源接続の前に、保護アースを恒久的に接続する必要があ
ります。

警告

ステートメント 9001 - 製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
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SFP および QSFP モジュール ポート

（注）
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C9600X-LC-56YL4C モデルの場合：

• TE Connectivity の SFP-H10GB-CUXX（1M/1.5M/2M/2.5M/3M/5M）、
SFP-H10GB-ACUXX(7M/10M)、および SFP-10G-AOCXX（1M/2M/3M/5M/7M/10M）タイ
プのSFPモジュールは使用しないでください。これらのモジュールのレバーがスイッチの
他の部分と干渉する可能性があります。

• SFP-10G-TX SFP モジュールでは、突出したキャップがスイッチの他の部分と干渉する可
能性があるため、保護キャップ付きの RJ-45 ケーブルを使用しないでください。

• SFP-25G-SR-S、SFP-10/25G-LR-S、SFP-10/25G-CSR-S を行 C で使用しないでください。
SFPモジュールは、下のカード（このカードの下にある）がC9600のシャーシから取り外
されると、SFP ポートから取り外されます。

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
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設置環境の条件
システムを正常に運用するには、スイッチを適切な場所に設置し、装置ラックやワイヤリング
クローゼットを適切に配置する必要があります。このセクションでは、スイッチの設置を準備
するうえで認識しておく必要がある、以下を含む基本的な設置環境の条件について説明しま
す。

• 環境要因がシステムのパフォーマンスおよび耐久年数に悪影響を及ぼす可能性がありま
す。

• スイッチは囲いのある保護された場所に設置し、資格のある担当者だけがスイッチにアク
セスし、環境を管理するようにする必要があります。

• 複数の装置を互いに近すぎる場所に設置したり、換気が不十分であったりすると、システ
ムが過熱状態になり、コンポーネントに障害が発生する場合があります。

• 装置を不適切に配置すると、シャーシパネルに手が届きにくくなり、システムのメンテナ
ンス作業が困難になります。

• スイッチは、乾燥し、清潔で、換気が良く、空調が管理された環境に設置する必要があり
ます。

• 正常な動作を確実にするには、周囲の空気の流れを維持します。空気の流れが遮断または
制限されている場合、吸気が熱くなりすぎて過熱状態になることがあります。すると、シ
ステムコンポーネントを保護するためにスイッチ環境モニター機能がシステムをシャット
ダウンする場合があります。

• シャーシの上下にほとんど隙間をあけることなく、複数のスイッチをラックマウントでき
ます。ただし、スイッチを別の装置のラックに取り付ける場合、またはスイッチを別の装
置近くの床に設置する場合、装置からの排気がスイッチシャーシの吸気口に流れ込まない
ようにしてください。

温度
温度がその定格温度の上限または下限に達すると、システムが減退した効率で動作したり、
チップの早期老朽化および障害、機械装置の障害などのさまざまな問題が発生する場合があり
ます。また、極端な温度変化によって、チップがソケットから外れることがあります。次のガ
イドラインに従ってください。

• 次のような環境でシステムが動作していることを確認します。

• -5 ～ 40 °C（23 ～ 104 °F）、最高 1,800 m（6,000 フィート）

• -5 ～ 40 °C（23 ～ 104 °F）、最高 3,000 m（10,000 フィート）

• また、シャーシに適切な換気があるかどうかを確認します。
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• 閉鎖型の壁面ユニット内や布の上にシャーシを設置しないでください。熱がこもる原因と
なります。

• 特に午後になって直射日光が当たる場所にシャーシを設置しないでください。

• 暖房の吹き出し口などの熱源のそばにシャーシを設置しないようにしてください。

• 高地では、適切な換気が特に重要となります。システムのすべてのスロットおよび開口
部、特にシャーシ上のファンのエアーフロー孔はふさがないようにします。

• 設置場所のクリーニングを定期的に実施して、ほこりやごみがたまらないようにしてくだ
さい。ほこりやごみがたまるとシステムが過熱するおそれがあります。

• システムが異常な低温にさらされた場合、電源を入れる前に、0°C（32°F）以上の周囲温
度で、2 時間のウォーム アップ期間をおきます。

2 分内にファントレイを交換します。ファントレイ内のファンが 1 つ機能していなくても、シ
ステムは動作しますが、可能な限り早くファントレイを交換する必要があります。

注意

これらのガイドラインに従わないと、シャーシ内部のコンポーネントに損傷を与えるおそれが
あります。

エアーフロー
スイッチは、スーパーバイザエンジン、モジュール、および電源装置を冷却するために十分な
エアフローが確保されていることを前提に設計されています。シャーシを通過する空気の流れ
が制限されている、または周囲温度が上昇している場合、各部を保護するためにスイッチ環境
モニターがシステムをシャットダウンする場合があります。

スイッチシャーシ内の適切な空気の循環を維持するため、壁とシャーシと電源装置の吸気口の
間、または壁とシャーシと電源装置の排気口の間に、最小 15 cm（6 インチ）の間隔を確保す
ることをお勧めします。スイッチシャーシを隣接するラックに設置する場合、シャーシの空気
取り入れ口ともう 1 台のシャーシの熱排気口との間に 30.5 cm（12 インチ）以上の隙間を設け
る必要があります。

シャーシ間に適切なスペースが確保されていない場合、スイッチ シャーシ内に他のスイッチ
シャーシからの排気が取り込まれて過熱し、障害が発生する可能性があります。

（注）
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図 7 : エアーフローの方向：Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ

シャーシの排気口3シャーシの吸気口1

電源の排気口4電源の吸気口2

スイッチを格納ラック、または部分的に密閉されたラックに設置する場合、設置場所が次のガ
イドラインを満たしているかを確認することを強く推奨します。

• エンクロージャ同士の側面、前面と背面、およびシャーシの吸気口グリル/排気口グリル
と電源装置の吸気口/排気口との間に、少なくとも 15 cm（6 インチ）のクリアランスを確
保してください。リレーラックの直立列では、十分なカットアウト、穴、または通気口が
ありシャーシ内で適切なエアーフローを確保できる場合、推奨される側面クリアランスよ
り狭くても設置できる場合があります。

• 密閉型ラックまたは部分的に密閉されたラック内の温度がシャーシの動作温度範囲内であ
ることを確認してください。シャーシをラックに取り付けたら、シャーシに電源を投入し
て、シャーシの温度が安定するまで（およそ 2 時間）待機します。

シャーシの左側面の、水平方向と垂直方向の両方でシャーシの中心にあたる箇所から 2.5
cm（1インチ）離したところに外部温度プローブを配置して、シャーシの吸気グリルの周
辺温度を測定します。
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シャーシの前面の、カード スロットの上にある電源装置セクションを中心にして 2.5 cm
（1 インチ）離したところに外部温度プローブを配置して、電源装置の吸気グリルの周辺
温度を測定します。

• 標高 1,800 m（6,000 フィート）以下で吸気口の周辺温度が 45°C（113°F）未満である
場合は吸気温の基準を満たしています。標高 1,800 m（6,000 フィート）から 3,000 m
（10,000 フィート）では、吸気口の周辺温度が 40°C（104°F）を超えないように注意
してください。

• 吸気口の周辺温度がこの推奨値を超えるとマイナー過熱アラームが発生し、それに応
じてファン速度が上がる可能性があります。

• 吸気口の周辺温度が 55°C（131°F）超えるとメジャー過熱アラームが発生し、それに
応じてファン速度が最大になる可能性があります。周辺温度がさらに上昇すると、シ
ステムは保護のためシャットダウンします。

• 事前に計画を立ててください。密閉型ラックまたは部分的に密閉されたラックに取り付け
られているスイッチは、周囲温度およびエアーフローの現在の要件を満たす必要がありま
す。ただし、ラックにシャーシを追加したり、ラック内のシャーシにモジュールを追加し
たりすると、生成される追加の熱により、シャーシまたは電源装置の吸気口の周辺温度が
推奨される条件を超え、過熱アラームを誘発する可能性があります。

湿度
湿度が高いと、湿気がシステム内まで浸透する可能性があります。この湿気が原因で、内部コ
ンポーネントの腐食と、電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が起こる
ことがあります。システム内に湿気が充満してくると、ショートを起こすおそれがあります。
ショートが起きると、システムに重大な損傷が発生する場合があります。各システムの保管時
および動作時の定格湿度は、相対湿度 10 ～ 95% で、1 時間あたりの湿度変化が 10% の結露の
発生しない環境が想定されています。温暖期の空調と寒冷期の暖房により室温が四季を通して
管理されている建物内では、システム装置にとって、通常許容できるレベルの湿度が維持され
ています。ただし、システムを極端に湿度の高い場所に設置する場合は、除湿装置を使用し
て、湿度を許容範囲内に維持してください。

高度
標高の高い（気圧の低い）場所でシステムを稼働させると、対流型の強制冷却機能の効率が低
下し、アーク放電やコロナ放電に関連した電気障害が発生する場合があります。また、このよ
うな状況では、電解コンデンサなどの、内部圧力がかかっている密閉コンポーネントが動作し
なかったり、その効率が低下したりする場合もあります。

埃と微粒子
シャーシ内のさまざまな開口部を通じて室温の空気を吸気し、加熱された空気を排気すること
によって、ファンは電源装置およびシステムコンポーネントを冷却します。しかし、ファンは
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ほこりやごみを吸い込み、システムに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上昇する原
因にもなります。清潔な作業環境を保つことで、ほこりやごみによる悪影響を大幅に減らすこ
とができます。これらの異物は絶縁体となり、システムの機械的なコンポーネントの正常な動
作を妨げます。

次に示す標準規格では、許容される動作環境および浮遊する粒子状物質の許容レベルについて
規定されています。

• National Electrical Manufacturers Association（NEMA）Type 1

• 国際電気標準会議（IEC）IP-20

空気環境
埃はあらゆる場所に存在し、多くの場合、肉眼では見えません。埃には、風などで舞い上がる
土埃、火山活動、大気汚染など、さまざまな発生源に由来する空気中の微細な粒子が含まれて
います。機器の設置場所の埃には、少量の繊維、紙繊維、屋外の土壌からの鉱物などが含まれ
ている場合があります。さらに、海洋環境からの塩素などの自然汚染物や、硫黄などの工業汚
染物も含まれるでしょう。イオン化した埃やデブリは危険であり、電子機器に引き付けられま
す。

電子機器に埃やデブリが積もると、以下のような悪影響を及ぼします。

• 機器の動作温度が上昇します。アレニウス効果により、動作温度が上昇すると、機器の信
頼性と寿命が低下します。

• 埃に含まれる水分と腐食性の要素は、電子部品または機械部品を腐食させ基板の故障を早
める原因になります。

このような負の効果は、データネットワーキング機器内部のファンによって加速する場合があ
ります。ファンによって埃などの粒子が機器内に取り込まれるからです。空冷ファンによって
発生する気流の量が多いほど、機器内部に堆積する埃や微粒子の量も多くなります。ANSI
71-04-2013規制に記載されているガイドラインに従って、設置場所にある埃や微粒子を除去ま
たは最小限にしてください。

ANSI 71-04-2013 規制に記載されているガイドラインに加えて、他の汚染物質を除去または最
小限に抑えるために、設置場所の条件により該当するすべてのガイドラインに従ってくださ
い。

（注）

腐食
腐食は、電子部品とガスの間で発生する金属の劣化を引き起こす化学反応です。腐食は、エッ
ジコネクタ、ピンコネクタ、ICプラグインソケット、ワイヤラップ、およびその他すべての金
属コンポーネントを攻撃します。腐食性気体の種類や濃度レベルに応じて、機器部品の性能劣
化が短期間、またはある期間にわたって進行する場合があります。腐食は、電流の遮断、脆弱
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な接続ポイント、電気系統の過熱などの原因にもなります。副作用として絶縁層が回路上に形
成され、電子的な故障、回路のショート、腐食孔、金属損失を引き起こします。

主にPCBA（プリント基板アセンブリ）に影響する間隙腐食と呼ばれるタイプの腐食は、硫黄
を多く含む（硫化水素）過酷なエンドユーザー環境にPCBAが長時間置かれると発生します。
腐食は、銅や銀などの特定の露出した金属で始まり、残りの金属表面に沿ってクリープし、電
気的ショートを引き起こすか、穴を開けます。クリープ腐食は、抵抗器やプリント基板などの
電子部品でも発生します。

腐食を防止するために、ANSI 71-04-2013 規制に記載されているガイドラインに従って、設置
場所の埃や粒子を取り除いてください。

図 8 : 金属接点に腐食がある PCB

EMI および無線周波数干渉
システムからの電磁波干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、システムの周辺で稼働
している装置（ラジオやテレビ受信機など）に悪影響を及ぼす可能性があります。システムが
発する無線周波数は、コードレスおよび低出力の電話にも干渉することがあります。逆に、高
出力の電話からのRFIによって、システムのモニターに意味不明の文字が表示されることがあ
ります。RFIとは、10キロヘルツ（kHz）を超える周波数によるEMIと定義されています。こ
のタイプの干渉は、電源コードおよび電源または送信される電波の形で空気中を通じてシステ
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ムから他の装置に伝わる場合があります。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ装置
が放出する有害な干渉量を制限する固有の規制を公表しています。各システムは、FCCの規格
を満たしています。EMIおよびRFIの発生を抑えるために、次の注意事項に従ってください。

• 常にシャーシカバーを取り付けた状態でシステムを運用します。

• シャーシのすべてのスロットが金属製フィルタブラケットによって覆われており、未使用
の電源ベイに金属製カバープレートが装着されていることを確認します。

• すべての周辺ケーブルコネクタのネジが、シャーシ背面の対応するコネクタに確実に締め
付けられていることを確認します。

• システムと周辺装置との接続には、常に金属製コネクタシェル付きのシールドケーブルを
使用します。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、磁界と配線上の信号の間で干渉が発生すること
があります。このため、プラント配線を行う場合は、次の 2 点に注意する必要があります。

• 配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

• 特に雷または無線送信機によって生じる強力な EMI は、シャーシ内の信号ドライバや受
信機を破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導したりするなど、電気的に危
険な状況をもたらす原因になります。

強力な EMI を予測し、解決策を提供するには、RFI の専門家に問い合わせてください。（注）

アース導体を適切に配置してツイストペアケーブルを使用すれば、配線から EMI が発生する
ことはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信号ごとにアース導体を施した
高品質のツイストペア ケーブルを使用してください。

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、および カテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を
適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の
影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、
電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこ
のような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。
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機器またはサブアセンブリの屋内ポート（銅線ベースのイーサネットポート）は、建物内配線
や非露出配線、またはケーブル配線のみの接続に適しています。機器またはサブアセンブリの
屋内ポートが、局外設備（OSP）あるいはその配線に接続されるインターフェイスに金属的に
接続される場合、その接続を 6 メートル（約 20 フィート）以上にしないでください。これら
のインターフェイスは屋内インターフェイス専用（GR-1089-CORE に記載されたタイプ 2、タ
イプ 4、またはタイプ 4a ポート）に設計されており、屋外用の OSP ケーブルと区別する必要
があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを OSP 配線系統に金属
的に接続するには保護が不十分です。

注意

衝撃および振動
機器は、GR-63-COREの「Earthquake, Office, and Transportation Vibration, and Equipment Handling
Criteria（地震、事務所、および輸送の振動、および機器の取扱基準）」に準拠しています。

電源の切断
システムは、AC 電源によって供給される電圧の変動の影響を特に受けやすくなっています。
過電圧、低電圧、および過渡電圧（またはスパイク）によって、データがメモリから消去され
たり、コンポーネントの障害が発生するおそれがあります。このような問題から保護するに
は、電源ワイヤリングのアース導体が常に適切にアースされる必要があります。また、システ
ムは、専用電力回路に設置してください（電力を大量に消費する他の機器と回路を共用しない
でください）。一般に、システムの回路を次の機器と共用することはできません。

• コピー機

• エアコン

• 電気掃除機

• ストーブ

• 電動工具

• テレタイプ機

• レーザープリンタ

• ファクシミリ機

• その他の電動装置

これらの電気製品に加えて、システムの電源装置にとって最大の脅威となるのは、雷による
サージまたは停電です。雷が発生しているときは、できるだけシステムおよび周辺機器の電源
をオフにし、プラグを電源から抜いてください。システムに電源が入っている状態で停電が発
生した場合は、一時的なものであっても、ただちにシステムの電源をオフにし、コンセントか
ら外します。システムの電源を入れておくと、電源が復旧した場合に問題が発生するおそれが
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あります。同じ場所で電源をオフにしていなかった他のすべての電気製品が、大きな電圧スパ
イクを起こし、システムに損傷を与える場合があります。

システムのアース接続

ステートメント 1046 - 装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続
し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

シャーシ設置プロセスの一部として、システムアースを取り付ける必要があります。シャーシ
を設置する際にシステムに十分なアース接続を行う場合、3PACプラグ（アース付き）を使用
するだけでは不十分です。

適切にアースすることで、建物とその中に設置された装置を低インピーダンスで接続し、シャー
シ間の電圧差を低くすることができます。システムアースを取り付けると、感電の危険性を低
減あるいは防止でき、過渡電流によって装置が損傷する可能性を大幅に低減できます。また
データが破損する可能性もはるかに小さくなります。

適切かつ完全なシステム アースを使用しない場合、ESD によってコンポーネントが損傷する
危険性が高くなります。さらに、システムアースを使用しない場合、大いにデータが破損した
り、システムがロックアップする可能性も高くなり、システムが頻繁にリブートするといった
状況が増えたりします。

3P AC プラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生した
り、データが破損したりする危険性が、3PACプラグ（アース付き）とシステムアースの両方
を使用して適切に設置された場合よりもはるかに高くなります。

注意

以下の表は、一般的なアース接続のガイドラインを示しています。

表 6 : アース接続のガイドライン

推奨されるアース方法電磁ノイズのシビラ
ティ（重大度）レベ
ル

環境

製造業者の推奨事項に厳密に従い、
すべての避雷装置を取り付ける必要
があります。雷電流を流す導体は、
適用可能な推奨事項と建築基準法に
従い、電力線およびデータ回線から
離しておく必要があります。最善の
アース接続を行う必要があります。

大きい商業用ビルが、落雷の危険性にさ
らされている。

たとえば、フロリダなどの米国内
の一部の地域は、他の地域に比べ
落雷の危険性が高い。
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推奨されるアース方法電磁ノイズのシビラ
ティ（重大度）レベ
ル

環境

最善のアース接続を行う必要があり
ます。

高商業用ビルが、頻繁に雷雨は発生
するが、落雷の危険性の低いエリ
アにある。

最善のアース接続を行う必要があり
ます。

中～高商業用ビルに、情報テクノロジー
機器と溶接などの工業設備が混在
している。

最善のアース接続を行う必要があり
ます。可能であればノイズの発生源
および原因を特定し、発生源でノイ
ズの発生をできるかぎり低減するか、
またはノイズの発生源から影響を受
ける機器への連結を減らします。

中程度既存の商業用ビルは、自然環境に
よるノイズにも、人工の工業ノイ
ズにもさらされていない。このビ
ル内は、標準的なオフィス環境で
ある。過去に電磁ノイズが原因で
設備が故障したことがある。

可能な限り最善のアース接続を行う
べきです。電磁気ノイズによる問題
の発生は予想されませんが、新しい
ビルでは最善のアース接続を行うこ
とが往々にして最も低コストであり、
将来のためにも最善の方法です。

低い新しい商業用ビルは、自然環境に
よるノイズにも、人工の工業ノイ
ズにもさらされていない。このビ
ル内は、標準的なオフィス環境で
ある。

可能な限り最善のアース接続を行う
べきです。電磁気ノイズによる問題
の発生は予想されませんが、最善の
アース接続をすることを強く推奨し
ます。

低い既存の商業用ビルは、自然環境に
よるノイズにも、人工の工業ノイ
ズにもさらされていない。このビ
ル内は、標準的なオフィス環境で
ある。

すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、National ElectricCode（NEC）の第 250条に定
める要件またはその地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラックアースまたは
共通ボンディング網（CBN）に直接アース接続する場合、6 AWG アース線を使用することを
推奨します。装置ラックも 6 AWG アース線を使用して、CBN に接続する必要があります。

（注）

アースラグは、シャーシに記載されている場所にのみ取り付ける必要があります。（注）
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すべてのモジュールが完全に取り付けられ、非脱落型ネジが完全に締められていることを必ず
確認してください。さらに、すべての I/Oケーブルと電源コードが適切に接続されていること
を確認してください。これらの方法は、すべての設置時に従う必要がある標準的な設置方法で
す。

（注）

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、および カテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を
適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

電気製品を扱う場合の注意
電気機器を取り扱う際には、次のガイドラインに従ってください。

• 危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されていると思い込まず、作業前に必ず回路の電源が切断されているこ
とを確認してください。

• 電源を切ったときは、だれかが誤って電源を入れないように、回路にロックボックスを置
いてください。

• 床が濡れていないか、アースされていない電源延長コード、摩耗または損傷した電源コー
ドや保護アースの不備などがないか、作業場所の安全を十分に確認してください。

• 電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

• 負傷しないように十分注意してください。

• システムの電源を切断してください。

• 必要に応じて、医学的な配慮を行ってください。

• 製品を使用する場合は、指定された電力定格内で使用し、製品の使用説明書に従ってくだ
さい。

• 製品は、各地域および国の電気関連法規に従って設置してください。

• 次の状態のいずれかが発生した場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）に連絡し
てください。

• 電源コードまたはプラグが破損している。

• 何かの物体が製品に入り込んだ。

• 製品に水またはその他の液体がかかってしまった。

• 製品が落下した、あるいは製品に損傷を受けた形跡がある。
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• 操作指示に従っているのに、製品が正しく動作しない。

• 適正な外部電源を使用してください。製品は、電力定格ラベルに記載されている種類の電
源だけを使用して稼働させてください。必要な電源の種類が不明な場合は、最寄りの電気
技師にご相談ください。

• 承認されている電源コードだけを使用してください。購入されたシャーシ電源ユニットに
は、購入された国で使用されることを意図した電源コードが1本または複数付属していま
す。追加の電源ケーブルを購入する必要がある場合には、電源コードが製品に適したもの
であり、製品の電力定格ラベルに記載されている定格電圧および定格電流に適合している
ことを確認してください。電源ケーブルの定格電圧および定格電流は、電力定格ラベルに
記載されている定格より大きくなければなりません。

• 感電を防止するために、すべての電源コードを適切にアースされているコンセントに接続
してください。これらの電源ケーブルには、適切なアースを確保するためのアース線付き
3P プラグが付いています。アダプタを使用したり、電源ケーブルからアース線を取り外
したりしないでください。

• 電源ストリップの定格を遵守してください。電源ストリップに接続されている全製品の定
格電流の合計が電源ストリップの定格の 80% を超えないことを確認してください。

• 電源コードやプラグを自分で改造しないでください。設置場所を変える場合は、相応の資
格を持つ電気技術者または電力会社に相談してください。必ず電気配線に関する地方自治
体の条例および国の法令に従ってください。

ESD による損傷の防止
静電破壊は、モジュールや他の FRU の不適切な扱いにより発生し、モジュールまたは FRU の
断続的または完全な故障を引き起こす場合があります。モジュールには、金属製フレームに固
定されたプリント基板があります。EMIシールドおよびコネクタは、キャリアの統合コンポー
ネントです。金属性フレームは、ESDからプリント基板を保護しますが、モジュールを扱うと
きには必ず、静電気防止用アースストラップを着用してください。静電破壊を防ぐために、次
の注意事項に従ってください。

• 常に静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用してください。

• ストラップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続してください。

• コンポーネントを取り付けるときは、イジェクトレバーを使用して、バックプレーンまた
はミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定します。これらの器具は、プロセッサの脱
落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供し、バスコネクタを確実に固定さ
せるために必要です。

• コンポーネントを取り外すときは、イジェクトレバーを使用して、バックプレーンまたは
ミッドプレーンからバスコネクタを外します。

• フレームを取り扱うときは、ハンドルまたは端の部分だけを持ち、プリント基板またはコ
ネクタには手を触れないでください。
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• 取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防
止用容器に入れてください。

• プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損
傷することがあります。

• 金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

電力要件
スイッチシャーシに取り付ける電源は、すべて AC 入力、すべて DC 入力、または両方の組み
合わせにすることができます。スイッチの設置準備を行う際は、次の要件に従ってください。

• 複数の電源装置を使用するシステムの場合、各電源装置をそれぞれ別の入力電源に接続し
てください。別の電源に接続しないと、外部配線に不具合があったり、遮断機が落ちたり
した場合、システム全体の電力が失われることになります。

• 入力電源が失われないように、各電源回路上の合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格
電流の範囲内であることを確認してください。

• システムによっては、無停電電源（UPS）を使用して設置場所の電源障害に備えたほうが
よい場合もあります。UPS を選択する場合、鉄共振技術を採用している一部の UPS モデ
ルは、力率補正（PFC）を使用するスイッチ電源装置と併用すると不安定になる可能性が
あることに留意してください。その結果として、スイッチへの出力電圧波形が歪み、シス
テムの電圧が低下する場合があります。

ケーブル配線の要件
オーバーヘッド ケーブル トレイまたはサブフロア ケーブル トレイに電源コードとデータ ケー
ブルを一緒に配線する場合には、次の注意事項に留意してください。

電源コード配線と他の潜在的なノイズ発生源は、シスコ機器で終端する LAN ケーブル配線か
らできるだけ離して設置することを強く推奨します。長いパラレルケーブルを1m（3.3フィー
ト）以上離して設置できない場合には、潜在的なノイズ発生源をシールドするようにしてくだ
さい。干渉を防ぐには、ケーブルをアース付きの金属性コンジットに通してシールドする必要
があります。

注意

また、カテゴリ 5e およびカテゴリ 6 のイーサネット ケーブルを使用する場合には、次の注意
事項にも留意してください。
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カテゴリ 5e、カテゴリ 6、および カテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を
適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

ラックに設置する場合の注意事項
ラックの仕様

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチは、EIA-310-D の仕様を満たす標準の 19 インチ装置ラッ
クに設置するように設計されています。Network Equipment Building Systems（NEBS）準拠の設
置では、23インチラックマウントのみを使用できます。シャーシを取り付ける前に、装置ラッ
クがすべての要件およびガイドラインを満たしているかどうかを確認してください

取付場所のガイドライン

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチは、前面に取り付ける必要があります。

したがって、2 支柱または 4 支柱のラックにシャーシを取り付けることができますが、4 支柱
の場合、背面の支柱は取り付けには使用されません。

幅と奥行の要件

巻尺を使用して、ラック内部の寸法を確認します。

• 左前面および右前面の支柱の内側どうしの距離を測定します。シャーシの幅は 48.26 cm
（19 インチ）で、支柱間にぴったりと収まる必要があります。

• 前面支柱の外側から背面の取り付け板の外側までのラックの深さを測定します。シャーシ
の奥行は、47.75 cm（18.8 インチ）です。

高さの要件

シャーシを挿入するのに、ラックの高さには十分なスペースが必要です。シャーシの高さの計
測にはラックマウント単位（RUまたは単にU）も使用されます。1 RUつまり 1 Uは 44.45 mm
（1.75 インチ）です。標準的なサーバー ラックの高さは 42 RU または 42 U です。

Catalyst 9606R スイッチのシャーシの高さは 8 RU、奥行は 47.75 cm（18.8 インチ）です。

その他の一般的なガイドライン

装置ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキなどでラックが固定されていることを確認
してください。

注意
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ステートメント 1006 - ラックへの設置と保守に関するシャーシ警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ
ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項
に従ってください。

• ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

• ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

• ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

スイッチシャーシ内の適切な空気の循環を維持するため、壁とシャーシと電源装置の吸気口の
間、または壁とシャーシと電源装置の排気口の間に、最小 15 cm（6 インチ）の間隔を確保す
ることをお勧めします。スイッチシャーシを隣接するラックに設置する場合、シャーシの空気
取り入れ口ともう 1 台のシャーシの熱排気口との間に 30.5 cm（12 インチ）以上の隙間を設け
る必要があります。シャーシ間に適切なスペースが確保されていない場合、スイッチシャーシ
内に他のスイッチシャーシからの排気が取り込まれて過熱し、障害が発生する可能性がありま
す。

（注）

設置環境チェックリスト
次の表は、スイッチの設置前に実行する必要がある設置環境アクティビティを示しています。
各作業の完了を確認して、スイッチを適切に設置してください。

表 7 : 設置環境チェックリスト

日付時刻確認者アクティブな状態作業番
号

設置場所の確認

• 広さおよびレイアウト

• 床の表面仕上げ

• 衝撃および振動

• 照明

• メンテナンス作業の容易さ

1
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日付時刻確認者アクティブな状態作業番
号

環境の確認

• 周囲温度

• 湿度

• 高度

• 空気の汚染

• エアーフロー

2

電源の確認

• 入力電源のタイプ

• 電源コンセント（電源装置の種類によって異なりま
す）1

• 電源コンセントと機器の距離。

• 冗長電源モジュール用の専用（個別）回路。

• 電源障害用の UPS2

3

アースの確認

• 遮断器の容量

• CO アース（AC 電源システム）

4

ケーブルおよびインターフェイス機器の確認

• ケーブル タイプ

• コネクタ タイプ

• ケーブルの距離制限

• インターフェイス機器（トランシーバ）

• ケーブルのバンドリングのサイズ

5

EMI の確認

• 信号の距離制限

• 設置場所の配線

• RFI レベル

6
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1 シャーシに搭載されている各電源装置に専用の AC 電源回路が割り当てられていること
を確認します。

2 必要な出力を決定する際、選定基準として電源の VA 定格を参照してください。電源装
置の kVA 定格値は、付録 A（電源仕様）にある電源ごとの仕様の表に示されています。
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第 3 章

スイッチの設置

• スイッチの開梱 （39 ページ）
• 出荷状態のままのスイッチの設置 （40 ページ）
• 棚受け金具を使用したスイッチの設置 （46 ページ）
• NEBS 準拠モードでのスイッチの設置 （60 ページ）
• システム アースの確立 （67 ページ）
• 静電気防止用ストラップの着用 （70 ページ）
• スイッチ シャーシの設置の確認 （72 ページ）

スイッチの開梱
輸送用コンテナの内容を確認します。

手順

ステップ 1 アクセサリキットの内容を確認します。ネットワークインターフェイスケーブル、トランシー
バ、または特殊コネクタなどの注文したオプションの機器を含む、リスト内の機器がすべて
整っていることを確認します。

ステップ 2 各スロットのモジュールを確認します。構成が梱包リストと一致しているか、指定したイン
ターフェイスがすべて組み込まれているかどうかを確認します。

ステップ 3 梱包用の箱を保管します。

ヒント
スイッチを取り出したあと、梱包用の箱は廃棄しないでください。梱包用の箱は平らにしてパ
レットとともに保管してください。スイッチを移動したり輸送したりする場合に、この箱が必
要になります。
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出荷状態のままのスイッチの設置

L 字金具がシャーシに事前に取り付けられているシャーシへのケーブ
ルガイドの取り付け

手順

ステップ 1 シャーシに事前に取り付けられているL字金具に合わせてケーブルガイドを配置し、付属のネ
ジを使用してケーブルガイドを L 字金具に固定します。

図 9 : ケーブル ガイドの取り付け

ケーブルガイド2シャーシのL字金具にケーブルガイド
を取り付けるためのネジ

1

ステップ 2 両側 4 本ずつのネジでラックレールにシャーシを固定します。
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図 10 : ラックへのシャーシの取り付け

取り付けられたケーブルガイド2シャーシをラック支柱に取り付ける
ためのネジ

1

ケーブルガイドの取り付けはこれで完了です。
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図 11 : ケーブルガイド付きシャーシ

出荷状態のシャーシのラックマウント
以下の手順では、工場出荷状態のシャーシをラックに取り付ける方法について示します。
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始める前に

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ
ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保す
るために、次のガイドラインを守ってください。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に
取り付けます。

ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

警告

手順

ステップ 1 ラックの支柱間にシャーシの背面を差し込みます。

ステップ 2 スイッチまたはケーブルマウント（取り付けてある場合）側のL字金具の穴（取り付け穴）を
装置ラックの穴に合わせます。
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図 12 : シャーシをラックの支柱に固定する

ケーブルガイド210-32 または 12-24 なべネ
ジ

1

ステップ 3 シャーシ標準アクセサリキットに付属のなべネジ（10-32 または 12-24 のいずれか）で、ラッ
クにシャーシを固定します。
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図 13 : ラックの支柱に固定されたシャーシ

ステップ 4 4. 巻尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられていることを確認しま
す。

次のタスク

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次のように設置作業を完了します。

1. シャーシをシステムのアースに接続します。

2. 電源装置を取り付けて、電源に接続します。
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3. ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ モジュールおよびライン カー
ド モジュールに接続します。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、
トランシーバーの取り付けが必要な場合があります。

4. シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。

棚受け金具を使用したスイッチの設置

シェルフキット L 字金具の取り付け
スイッチシャーシは、シャーシ前面の両側に 2 個の L 字金具を取り付けた状態で出荷されま
す。シェルフキットを使用してスイッチをラックに取り付ける場合、これらのL字金具は取り
外して、シェルフキットに含まれている L 字金具と交換する必要があります。

始める前に

注文したシェルフ キットが手元に届いている必要があります。

手順

ステップ 1 出荷時にシャーシに取り付けられている L 字金具と 10 本の取り付けネジを取り外して破棄し
ます。これらの部品を設置プロセスのいかなる部分でも再使用しないでください。
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図 14 : シャーシに取り付けられている L 字金具

右 L 字金具2左 L 字金具1

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
47

スイッチの設置
シェルフキット L 字金具の取り付け



図 15 : シャーシに取り付けられている L 字金具の取り外し

--シャーシに付属している取り付けネジ1
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図 16 : L 字金具のないシャーシ

右 L 字金具のないシャーシ2左 L 字金具のないシャーシ1

ステップ 2 シェルフキットから L 字金具を開梱します。

ステップ 3 シェルフキット内の M4 x 8 mm 皿ネジを使って、シャーシの前面左と前面右に L 字金具を固
定します（両側に 4 本）。

Cisco Catalyst 9600 シリーズ スイッチ ハードウェア設置ガイド
49

スイッチの設置
シェルフキット L 字金具の取り付け



図 17 : シェルフキット L 字金具の取り付け

--M4 x 8 mm プラス皿ネジ1

次のタスク

棚受け金具をラックに取り付けます。

棚受け金具およびクロスバーの取り付け
ラックにシャーシを取り付ける前に、棚受け金具およびクロスバーを取り付け、L 字金具を
ラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量を支えます。

シェルフ ブラケットは前面から取り付ける必要があります。

始める前に

ラック システムの左および右レール内側の間の隙間を判定し、シェルフ ブラケットを適宜設
置します。以下の道具を手元に用意します。
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• No.1 および No.2 プラス ドライバ

• 3/16 インチ マイナス ドライバ

• メジャーおよび水準器

手順

ステップ 1 左棚受け金具のサポートフランジを左レール前面に配置します。3 本のネジを使用して、ブラ
ケットをラックに合わせて固定します。シェルフキットの 10-32 または 12-24 のなべネジを使
用します。

ステップ 2 右棚受け金具のサポート フランジを右レールの前面に配置します。左のシェルフ ブラケット
と水平であることを確認してください。3 本のネジを使用して、ブラケットをラックに合わせ
て固定します。

左と右のシェルフ ブラケットには同じ種類のネジを使用します。

図 18 : シェルフ ブラケットの取り付け
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シェルフ ブラケット2棚受け金具をラックの支柱に固定す
る、シェルフキットのなべネジ

1

ステップ 3 2 本の M4 ネジを使用して、両側に 1 本ずつ、クロスバーを棚受け金具に固定します。

図 19 : 棚受け金具へのクロスバーの取り付け

クロスバー2M4 x 5 mm 皿ネジ1

これで、棚受け金具およびクロスバーはしっかりとラックの支柱に取り付けられました。

次のタスク

ケーブルガイドをシャーシに取り付けます。この作業は 2 人で行う必要があります。
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シャーシへのケーブルガイドの取り付け（シェルフキット L 字金具あ
り）

手順

ステップ 1 ケーブルガイドを置いて、シャーシに取り付けられたシェルフキット L 字金具と揃えます。

図 20 : ケーブル ガイドの取り付け

ケーブルガイドを取り付けるためのネジ1

ステップ 2 付属のネジ（両側に 1 本ずつ）を使用して、ケーブルガイドを L 字金具に固定します。

次のタスク

棚受け金具とクロスバーを取り付けたラックにシャーシを設置します。
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